
中東情勢不安定化で反発
NY原油先物相場は、1バレル＝67.04ドルをボトムに76.08ドルまで切り返した後、71ドル台中盤まで

上げ幅を縮小する不安定な地合になった。供給環境の改善見通しを背景に大きく値を崩していたが、中

東情勢の不安定化で下げ一服となった。7月7日にホルムズ海峡付近で複数のタンカーが攻撃を受け、米

軍はイランに対する「報復」攻撃を行った。それに対してイランは周辺湾岸諸国の米軍基地を攻撃する

など、緊張が高まった。ただし、本格的な戦争再開、ホルムズ海峡封鎖といった動きには発展しないと

の見方が優勢になると、戻りを売られる展開になった。

トランプ米大統領は、イランとの戦闘終結の覚書について「終わった」と発言した。しかし、10日には

イランからの要請を受けて協議を継続すると発言している。ただし、イランは協議継続の要請は行って

いないとするなど、情報が錯綜した状態にある。このため原油相場も不安定化したが、米国とイランが

ともに本格的な軍事衝突は望んでいないとの見方から、原油相場の上昇は2営業日で一服した。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（7月3日時点）は、原油が前週比300万バレル増、ガソ

リンが190万バレル減、石油精製品が498万バレル減となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）LSEGよりマーケットエッジ作成
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中東情勢不安定化も、戻りは売られやすい

2

【展望】

前週は中東情勢の不安定化から5週間ぶりに値上がりしたが、

先高観は乏しい。米国とイランが改めて本格的な軍事衝突に

向かい、ホルムズ海峡が再封鎖されると、原油相場は急伸す

るリスクもあった。しかし、米国とイランの双方が自制を見

せており、現状ではホルムズ海峡の再封鎖はメインのシナリ

オではない。軍事的な緊張の高まりを受けて、ホルムズ海峡

周辺の船舶の航行にも影響が生じたが、徐々に供給環境は改

善に向かう可能性が高い。

国際エネルギー機関（IEA）は7月10日に発表した月報で、6

月の世界石油在庫が前月比2,100万バレル増と、戦争勃発後

に初めて増加に転じたことを報告している。供給環境の改善

で供給過剰が発生し、さらに在庫の積み増しが進むのであれ

ば、戻り売り優勢の地合が維持される可能性が高い。すでに

大きく値位置を切り下げていること、期近限月に対して加算

されたプレミアムがほぼ解消されているため、大きく値を崩

す可能性は低下している。ただし、供給余剰で在庫積み増し

が続くのであれば、改めて70ドルを割り込み、下値を切り下

げるリスクも想定しておく必要がある。

注意が必要なのは、中東情勢が改めて不安定化していること

だ。米国とイランの間で軍事的な緊張が高まり、ホルムズ海

峡の再封鎖が警戒される状況になると、改めて75ドル水準を

試す可能性は残されている。また、原油需給の緩和が進む一

方で、ガソリンやディーゼルなど石油製品の需給ひっ迫が続

いている。ロシアは、ウクライナ軍の製油所攻撃の影響も

あってディーゼルの輸出が禁止されるなど、混乱が続きやす

い。石油製品相場の大きな上昇がみられると、原油相場がつ

れ高する可能性がある。
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